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鬼倉 徳雄（九大院農）

淡水魚類データベースを活用した災害対応
：九州北部豪雨のケース

琵琶湖分室セミナー第31回（令和1年12月13日）

2017年7月九州北部で集中豪雨が発生

死者・行方不明者数：40名以上
家屋の全壊：288軒
一部損壊：1123軒

1階の屋根

流木の量
: 約20万トン

土砂崩れ箇所
: 300カ所以上

九州北部豪雨では，巨木化した人工林が流木となり，
被害を拡大させた．
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正確な情報は、以下をご確認ください！

平成29年7月九州北部豪雨調査団報告書
https://www.ecesj.com/contents/guidance/

report/2019_kyusyu_Disaster_Report.pdf

平成29年7月九州北部豪雨調査団緊急提言
https://www.ecesj.com/contents/guidance/

report/2019_kyusyu_Disaster_FirstReport.pdf

淡水魚類データベース
を活用した災害対応

●非公開データベース
魚類相データ
私と学生が行った調査
1993年以降のデータ
現在、延べ2712地点 鬼倉徳雄（九大院農）

九大淡水魚DBでは、
朝倉市・東峰村内は56地点のみ

既存の魚類のデータ
＆ 我々の心配ごと

●生息する魚類に関する情報
九大淡水魚DB内の、

朝倉市・東峰村に生息する希少
種リスト

氾濫原性：ｾﾎﾞｼﾀﾋﾞﾗ(3)、ﾆｯﾎﾟﾝﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ(7)、ｶｾﾞﾄｹﾞﾀﾅｺﾞ(6)、ﾔﾘﾀﾅｺﾞ(6)、ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ
(14)、ｾﾞｾﾞﾗ(1)、ﾂﾁﾌｷ(6)、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ(6)、ｱﾘｱｹｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ(5)
河川性：ｶﾜﾋｶﾞｲ(4)、ﾔﾏﾄｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ(8)、 ｱｶｻﾞ(9)、ｱﾘｱｹｷﾞﾊﾞﾁ(9)、ｶｼﾞｶ(2)、
ｵﾔﾆﾗﾐ(15)、ｽﾅﾔﾂﾒ(6)

既存の魚類のデータ
＆ 我々の心配ごと

絶滅危惧IA類

絶滅危惧IB類

絶滅危惧IA類

平成29年秋 災害後の
希少魚類の生息確認調査

●●川には、セボシタビラが生息

整備を進める前に、十分に検討する必要がある！
（県土整備事務所に情報提供）

●●川の整備計画

●●川の整備計画(河道設計の流れ)

・平成30年4月 県土整備事務所も、独自にタナゴ類と二枚
貝類の調査を実施（約1kmピッチで14地点）

氾濫原性魚編

この川のセボシの母貝は、きっと、、、

●●川の河床材料は粗く、
自流では動かない（動く前にあふれる）

この川は筑後川の旧河道
・主たる河床はかつての本流が作り出した
・その隙間を埋める細かい河床が●●川内
の発生土砂

普通、こんなに細
かいピッチで調査
してくれない！

・同じく4月 事務所、魚類学＆河川工学系
研究者で現地視察および初回の会合
：●●川の保全上の重要性や価値
：タナゴ類への配慮事項の確認など

・平成30年5月 九大工＆決断科学の調査
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単純に川幅を拡げると、ﾆﾁﾊﾞﾗ & ﾇﾏｶﾞｲ河川になる。
現在の治水安全度レベルまでは現況の河道で流す。
それを超えたら、越流して左岸側で受ける。

・平成30年6月 事務所、河川工学＆魚類学系研究者で2度目
の会合：河道設計方針の確認

・九大河川工学系研究者より、河道設計案の提示

●●川の整備計画氾濫原性魚編

その後も繰り返し議論を重ね、、、
（何回行ったかは覚えていません）
ようやく平面・横断の案(令和元年10月)が確定？？

氾濫原性魚編

まとめ

川が氾濫したくらいでは、
氾濫原性の希少魚の生息に悪影響はなかった

でも、上流が被災したので、河川改修が確定
（放っておくと、無配慮に改修されてしまうかも）

情報提供をきっかけに、県も独自の詳細な調査

学会から派遣された?専門家の位置づけは微妙

時間的制約があるため、議論が不十分
（学識者の提案の採用は、一部だけ）

続いて、上流側

幾つかの被災河川では
川が土砂で完全に埋まった
とても、魚なんて、いそうになかったので、、、

こういう大災害が発生したとき，
河川生態学者は何ができるのか？

１．災害復旧のための生態系復元目標設定
・SDM（各魚種の分布モデル）の構築
・SDMを使った潜在的魚類相推定

●生息する魚類に関する情報
九大淡水魚DB内の、

朝倉市・東峰村に生息する希少
種リスト

氾濫原性：ｾﾎﾞｼﾀﾋﾞﾗ(3)、ﾆｯﾎﾟﾝﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ(7)、ｶｾﾞﾄｹﾞﾀﾅｺﾞ(6)、ﾔﾘﾀﾅｺﾞ(6)、ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ
(14)、ｾﾞｾﾞﾗ(1)、ﾂﾁﾌｷ(6)、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ(6)、ｱﾘｱｹｽｼﾞｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ(5)
河川性：ｶﾜﾋｶﾞｲ(4)、ﾔﾏﾄｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ(8)、 ｱｶｻﾞ(9)、ｱﾘｱｹｷﾞﾊﾞﾁ(9)、ｶｼﾞｶ(2)、
ｵﾔﾆﾗﾐ(15)、ｽﾅﾔﾂﾒ(6)

既存の魚類のデータ
＆ 我々の心配ごと

●生息する魚類に関する情報
九大淡水魚DB内に、

・被害の大きかった河川の
魚類相データなし

・きっと魚はいない
（生態系が振出しから始まるイメージ）

土砂災害発生エリアでは 上流編：潜在分布

詳しくは、応用生態工学会の災害調査団の報告をご覧ください！
あと、応用生態工学会誌23巻(2020)で特集号を組んでいます。
そちらをご覧ください（受理済み、印刷待ち）

鬼倉徳雄，中島 淳．平成29年7月九州北部豪雨被災地域の潜在的な淡水魚
類相の推定．応用生態工学，23：印刷中, 2020
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上流編：潜在分布

図4.4.1. 淡水魚類の潜在的分布モデルの構築に使用した筑後川流域内の魚類相データを伴う3次メッシュ(a)、朝倉市と東峰村内の河川(b)
および潜在分布モデルで推定された魚類相の類似性(c)。1)宝珠山川、2)大肥川、3)赤谷川、4)大山川、5)乙石川、6)白木谷川、7)北川、
8)妙見川、9)桂川、10)新立川、11)荷原川、12)佐田川、13)疣目川、14)黒川、15)二又川、16)小石原川、17)山見川、18)野鳥川、
19)甘水川、20)陣屋川、21)草場川、22)筑後川、23)奈良ヶ谷川、24)寒水川、25)堺谷川

ばらばらに示すと、きっと、行政担当者は困るでしょうから、
予測値を使って、河川を類型化

上流編：潜在分布

生態系が壊滅的となった河川では、この潜在的魚類相を参考に、
目標種が設定され、河川生態系の再生計画が立案されている

タカハヤ

在
不在

● DB内の在

分布の可能性
■ 高
■ 中
□ 低

整備後、回復を
期待したいエリア

上流編：重ね合わせ(普通種)

被害が小さかった魚種
上流編：九大・鹿野先生の実測調査と重ね合わせ

在
不在

● DB内の在

分布の可能性
■ 高
■ 中
□ 低

災害核心地域では全滅
整備後、回復を期待したいエリア

上流編：重ね合わせ(普通種)

被害が大きかった魚種カワムツ
上流編：九大・鹿野先生の実測調査と重ね合わせ

在
不在

● DB内の在

分布の可能性
■ 高
■ 中
□ 低

災害を受けたエリアは、
潜在的分布エリア外

オイカワ
上流編：九大・鹿野先生の実測調査と重ね合わせ

まとめ

川が土砂で埋まった河川などで、
河川性魚類（普通種、希少種）は壊滅的だった

分布モデルを構築し、被災河川の魚類相を推定

潜在的魚類相を参考に、目標種を設定し、河川整備

潜在的な魚たちの回復にどの程度の時間が必要かは不明

激甚化した災害時、環境DNAは使えるツール

課題）モデルの精度向上


